
　
１０
月
２１
日
に
臨
時
国
会
が
召
集
さ
れ
、
高
市
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。
憲
政
史
上
初
め
て
の
女
性
総
理

の
誕
生
が
、
海
外
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
日
本
の
女
性
の
政
治
参
画
（
「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
２
０

２
５
年
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
、
政
治
分
野
で
１
４
８
カ
国
中
１
２
５
位
）
が
進
む
大
き
な
一

歩
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
の
自
民
党
大
敗
を
受
け
て
、
３
ヵ
月
も
の
政
治
空
白
が
生
じ
、
物
価
高
対
策
や

ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
の
廃
止
な
ど
が
遅
れ
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
す
。
今
後
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
、
生
活
最
優
先
の
政
策
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
与
野
党
の
勢
力
が

伯
仲
す
る
中
、
高
市
政
権
に
対
し
て
、
国
会
論
戦
を
通
じ
て
、
野
党
第
一
党
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

発
揮
し
つ
つ
、
建
設
的
な
提
案
も
行
い
な
が
ら
、
論
戦
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
高
市
政
権
は
、
公
明
党
が
連
立
離
脱
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
日
本
維
新
の
会
と
新
た
な
連
立
を
組
ん
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
連
立
合
意
書
で
は
、
衆
議
院
議
員
の
定
数
削
減
を
打
ち
出
す
一
方
で
、
企

業
団
体
献
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
先
送
り
し
て
い
ま
す
。
私
は
議
員
定
数
の
削
減
に
は
賛
成
で
す
が
、

拙
速
に
２
党
の
合
意
だ
け
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、
少
数
政
党
も
含
め
て
丁
寧
に
議
論
し
、
幅
広
い
合
意

形
成
を
目
指
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
企
業
団

体
献
金
の
規
制
強
化
に
つ
い
て
は
、
維
新
も
含
め
て
自
民
党
以
外
の
多
く
の
政
党
が
求
め
て
お
り
、
今
国

会
で
結
論
を
出
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
維
新
の
要
求
を
受
け
入
れ
、
外
交
・
安
全
保
障
、
外
国
人
対
策
、
憲
法
改
正
な
ど
で
右
派
色
の

強
い
政
策
が
並
ん
で
い
ま
す
。
与
野
党
が
伯
仲
す
る
勢
力
の
下
、
国
会
対
応
で
は
、
国
民
民
主
党
や
公
明

党
と
の
連
携
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
多
党
化
の
時
代
を
迎
え
る
中
で
、
高
市
自
維
連
立
政
権
に
対
し
て
、

私
た
ち
野
党
が
、
新
た
な
枠
組
み
の
選
択
肢
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

〝
分
断
と
対
立
〞で
は
な
く〝
包
摂
と
共
生
〞の
社
会
を
目
指
し
て
、
中
道

路
線
の
旗
を
掲
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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野党国対委員長会談

臨時国会がスタート。
高市新政権に対峙し、国会対応の先頭に立つ！！

10月7日

臨時国会召集

自民党の高市新執行部
が発足したことを受け
て、速やかな臨時国会召
集を求めることを確認し
た上で、首班指名選挙で
の野党連携に向けた協
議を呼びかけました。
　この後、新たに就任し
た自民党の梶山国対委
員長、坂本前国対委員
長に対し、臨時国会の早
期召集を要請しました。

維新の会・国民民主党と
3党幹事長・国対委員長会談

10月16日

10月21日

前日の３党首会談を
受けて、首班指名選
挙に向けての政策協
議を行う予定でした
が、日本維新の会が
自民党と連立協議に
入ったことから、こ
の結論を待って、３党協議を続けるかどうかの判断をすること
になりました。⇒協議は打ち切りに！

自民党の梶山国対委員長と会談10月10日

公明党が２６年間続いた
連立政権から離脱する
ことになり、今後の国会
日程について協議。梶山
氏から臨時国会の召集
が遅れていることへのお
詫びがあり、２０か２１日
の召集で調整する方針
が示されました。

「全ての義務教育未修
了者の学習権保証を！」
国会院内集会
夜間中学等義務教育拡充議
員連盟事務局長として主催
者を代表して挨拶

野党国対委員長会談10月22日

ガソリン暫定税率廃止
法案を直ちに成立させ
て、年内に廃止すること
を確認しました。また、
自民・維新が合意した衆
議院議員の定数削減に
ついて、衆議院議長の下
に設置されている選挙
制度に関する協議会で
の議論を求めていくこと
でも一致し、与野党国対
委員長会談で申し入れま
した。

首班指名選挙での野党連携を呼びかける

日本維新の会と
幹事長・国対委員長会談

与野党国対委員長会談

毎日新聞 １０月23日

国民民主党と
幹事長・国対委員長会談

１０月７日１０月７日 １０月８日１０月８日

代議士会で挨拶

石破前総理の退任挨拶

高市新総理の就任挨拶

自民党新旧国対委員長と会談

１０月6日１０月6日

神保町シンポジウム

「神保町と本の文化の  
  未来」
活字文化議員連盟事務局長
として挨拶

１０月23日１０月23日


